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   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/5313   (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  21/12     (2006.01)
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   Ｃ０８Ｋ   5/5313  　　　　
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   Ｃ０９Ｄ 201/00    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月5日(2010.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　好ましいエチレンジホスフィン酸は、次式
　　　　　　　　　A-P(O)(OX)-CR1R2-CR3R4-P(O)(OX)-A
に相当し、ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４はＨであり、そしてＡはＨであり、そしてＸ
がＨである場合には、次式
　　　　　　　　　　H-P(O)(OH)-CH2-CH2-P(O)(OH)-H
で表されるエチレンジホスフィン酸となり、またＸがアルカリ金属、好ましくはＮａであ
る場合には、次式
　　　　　　　　　　H-P(O)(ONa)-CH2-CH2-P(O)(ONa)-H
で表されるエチレンジホスフィン酸塩となり、またＸがアルミニウム、すなわちＡｌ１／

３である場合には、次式
　　　　　　　　H-P(O)(OAl1/3)-CH2-CH2-P(O)(OAl1/3)-H
で表されるエチレンジホスフィン酸塩となり、そしてＸがメラミン、すなわちＭｅｌであ
る場合には、次式
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　　　　　　　　　H-P(O)(OMel)-CH2-CH2-P(O)(OMel)-H
で表されるエチレンジホスフィン酸メラミン塩となる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　特に好ましいラジカル開始剤は、ペルオキソ化合物、例えばペルオキソモノ硫酸、過硫
酸カリウム（ペルオキソモノ硫酸カリウム）、Ｃａｒｏａｔ（商標）、Ｏｘｏ－ｎｅ（商
標）、ペルオキソ二硫酸、過硫酸カリウム（ペルオキソ二硫酸カリウム）、過硫酸ナトリ
ウム（ペルオキソ二硫酸ナトリウム）、過硫酸アンモニウム（ペルオキソ二硫酸アンモニ
ウム）である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　好ましくは、方法（３）において、Ｘがアルカリ金属である場合の本発明によるエチレ
ン－ビス－（ヒドロキシアルキルホスフィン酸）またはエチレンジホスフィン酸の本発明
による塩を、適当な溶剤中で、他の成分Ｂの添加によって他の金属塩に転化することがで
きる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９０】
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【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９１】
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